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本庄市議会議長田中輝好様               

請願者     本条九条の会事務局 田中 益生 

紹介議員    柿沼 綾子  

【請願事項】 

  憲法九条を変えることに反対する意見書を国に提出すること。 

 

【請願の趣旨】 

 憲法は国のあり方を規定する基本法であり、日本国憲法は国民主権、基本的人権の尊

重、平和主義をうたっています。この憲法は、日本が行った侵略戦争への深い反省に基

づいて制定され、とりわけ第九条は戦争の放棄、戦力の不保持、交戦権の否定を世界に

宣言した国際公約です。 

 戦後 70 年、私たちはこの公約を守ってきたおかげで平和と繁栄を享受し、不戦によ

る恩恵を世界に示すことによって、九条の意義を証明してきました。軍事技術が飛躍的

に高度化した現在、いったん戦争になればいかに強力な抑止力を有しようとも彼我に甚

大な犠牲者が出ることは明白です。憲法前文にうたう「平和を愛する諸国民の公正と信

義」を信頼する平和外交以上の抑止力はあり得ません。 

 いま日本は重大な岐路に立っています。九条に 3 項を加え、自衛隊の存在を明記する

動きが強まっているからです。すでに政府は集団的自衛権容認を閣議決定し、安保関連

法も成立しましたが九条の効力で一定の歯止めがかかりました。安倍首相は 3項が加わ

っても「何も変わらない」と言いますが、法曹界の原則である「後法優位の原則」に従

って 2 項の効力が減殺されることは必至です。2 項の縛りがなくなれば、自衛隊は普通

の国の軍隊と同様に「集団的自衛権の行使」という名目で、同盟国アメリカの戦争に現

行よりもっと自由に参加できることになるのです。 

 本庄市長は非核平和都市宣言において「被爆国である日本国民は広島・長崎の惨禍を

再び繰り返さないように訴えていく責務を自覚しなければならない」と呼びかけていま

す。本庄市議会は集団的自衛権行使容認を柱とする安全保障関連 11法案が国会審議され

ていた際、与党が推薦した参考人からも法案の違憲性が指摘されたことを理由に、「安全

保障関連法案の慎重審議を強く求める意見書」を国に提出しました。憲法九条が持つ平

和主義と戦争放棄という貴重な規定を守り広げてこられた本庄市長ならびに市議会の皆さま

に深甚の敬意を表するものです。憲法九条が改変され「戦争ができる国」になってしまうという

懸念の広がりに鑑み、地方自治法 99 条に基づいて「憲法九条を変えることに反対することを国

に求める意見書」を提出していただきますよう請願いたします。 
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こ
の
請
願
は
市
内
の
幅
広
い
か
た
が
た
が
参
加
し
て
い
る
本
庄
九
条
の

会
か
ら
の
も
の
で
、
今
、
首
相
が
先
頭
に
立
っ
て
、
９
条
の
改
憲
を
公
言

し
て
い
る
こ
と
に
憂
慮
す
る
人
た
ち
か
ら
の
当
然
の
請
願
で
あ
る
。 

 

首
相
は
国
会
冒
頭
で
、
改
憲
論
議
は
「
国
会
議
員
の
責
任
」
と
ま
で
言

っ
て
憲
法
擁
護
義
務
も
三
権
分
立
の
原
則
も
投
げ
捨
て
て
改
憲
に
拍
車
を

か
け
よ
う
と
し
た
が
、
結
果
は
逆
に
野
党
と
国
民
の
怒
り
を
買
っ
た
だ
け

で
行
き
詰
ま
り
に
な
っ
て
い
る
。 

 

近
隣
の
議
会
で
は
同
様
の
請
願
に
対
し
、
い
き
な
り
結
論
を
出
さ
ず
、

継
続
審
議
に
す
る
な
ど
の
対
応
を
と
っ
て
慎
重
に
審
議
し
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
本
庄
市
の
委
員
会
で
の
審
議
は
委
員
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
が
出
し
尽
く

さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
早
急
な
結
論
づ
け
を
し
て
い
る
。 

 

憲
法
９
９
条
に
は
、
天
皇
又
は
摂
政
お
よ
び
国
務
大
臣
、
国
会
議
員
、

裁
判
官
そ
の
他
の
公
務
員
は
こ
の
憲
法
を
尊
重
し
、
擁
護
す
る
義
務
を
負

う
と
あ
る
。
地
方
議
員
は
非
常
勤
の
特
別
職
公
務
員
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
れ
ば
こ
の
請
願
を
否
決
、
不
採
択
に
す
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
市
民

の
み
な
さ
ん
の
納
得
が
得
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
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本
庄
市
議
会
１
２
月
定
例
会
報
告 

１
１
月
２
７
日
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
た
本
庄
市
議
会
第
４
回
（
１
２
月
）
定
例
会
は
１
２
月
２
１
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。 

今
回
は
、
障
害
者
施
策
推
進
協
議
会
条
例
の
制
定
、
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
拡
大
な
ど
の
実
施
に
あ
た
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
を
可
能
に
し
て

い
く
た
め
の
条
例
改
正
、
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
旧
商
業
銀
行
煉
瓦
倉
庫
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
環
境
緑
創
造
交
流
協
会
に
、
い
ず
み
亭
は

ふ
れ
あ
い
の
里
本
泉
に
）、
２
０
１
８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
計
１
８
件
が
提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。 

本
庄
九
条
の
会
の
田
中
益
生
氏
（
紹
介
議
員
・
柿
沼
綾
子
）
か
ら
提
出
さ
れ
た
、「
憲
法
九
条
を
変
え
る
こ
と
に
反
対
す
る
意
見
書
を
国
に
提
出

す
る
こ
と
」
を
求
め
る
請
願
は
、
最
終
日
の
本
会
議
で
反
対
多
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
賛
成
し
た
議
員
は
日
本
共
産
党
の
柿
沼
綾
子
議
員
の
他
１

名
で
す
。 

 

本庄九条の会の請願書 

本庄市議会 

憲法九条を変えることに反対する意見書の提出を求める請願を否決 
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史
認
識
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け
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裂
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屁
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市
議
会
最
終
日
の
本
会
議
に
お
け
る
委
員
会
報
告
で
は
、
総

務
委
員
会
の
な
か
で
、
「
日
本
国
憲
法
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
押
し
つ
け

ら
れ
た
世
界
最
古
の
憲
法
で
あ
り
、
武
力
攻
撃
に
備
え
た
実
力

行
使
も
必
要
に
な
る
場
合
も
あ
る
」
等
（
高
橋
和
美
議
員
）、「
憲

法
の
改
正
は
国
会
で
議
論
す
べ
き
」
等
（
小
暮
ち
え
子
議
員
）

の
反
対
討
論
が
あ
り
、
全
会
一
致
で
否
決
さ
れ
た
と
、
広
瀬
伸

一
総
務
委
員
長
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
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地
方
自
治
法
に
基
い
て
行
っ
た
首
記
請
願

は
定
例
市
議
会
に
お
い
て
否
決
さ
れ
ま
し

た
。
趣
旨
開
陳
の
機
会
も
な
く
、
近
隣
２
自

治
体
が
継
続
審
査
と
し
た
こ
と
を
鑑
み
て
も

誠
に
残
念
な
結
果
で
し
た
。 
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中
益
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